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国
内
の
環
境
変
化

日
本
」
は
、
今
後
の
国
民
的
課
題
と
し

て
、
"
国
際
化
・
高
齢
化
・
成
熟
化
”
へ

の
対
応
を
あ
げ
て
い
る
。

　
今
日
の
都
市
は
、
。
開
か
れ
た
都
市
″

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
国
際

的
・
国
内
的
な
政
治
や
経
済
の
影
響
を

大
き
く
う
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

●
国
際
化
の
進
展

　
わ
が
国
は
、
明
治
以
来
、
欧
米
諸
国

に
追
い
つ
き
追
い
こ
せ
と
努
力
を
重
ね

て
き
た
が
、
昭
和
三
〇
年
代
・
四
〇
年

代
の
高
度
成
長
に
よ
っ
て
世
界
経
済
の

一
割
を
占
め
る
経
済
大
国
と
な
り
、
世

界
か
ら
そ
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
ま
で

に
な
っ
た
。

　
こ
の
高
度
成
長
に
終
り
を
つ
げ
て
か

ら
、
は
や
一
〇
年
近
く
な
る
。
国
民
総

生
産
の
伸
び
串
は
、
五
一
～
五
四
年
度

ま
で
は
五
％
台
、
五
五
年
度
は
四
・
五

％
、
五
六
年
度
は
三
・
三
％
と
か
な
り

低
い
伸
び
で
あ
り
、
今
後
も
お
お
む
ね

三
～
四
％
で
推
移
す
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。
ま
さ
し
く
低
成
長
の
時
代
に
入
っ

て
い
る
。

　
経
済
審
議
会
の
長
期
展
望
研
究
会
が

五
七
年
に
発
表
し
た
「
二
〇
〇
〇
年
の

　
わ
が
国
の
経
済
の
規
模
が
大
き
く
な

り
、
海
外
と
の
関
係
が
広
が
り
と
緊
密

さ
を
増
し
て
く
る
に
つ
れ
、
企
業
の
活

動
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
消
費
生
活
や
文

化
活
動
に
至
る
ま
で
、
市
民
生
活
も
国

際
化
の
影
響
を
強
く
う
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
た
と
え
ば
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
市
民
生
活
が
強
い
衝
撃
を
う

け
混
乱
し
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新

し
い
。
国
際
的
な
政
治
経
済
の
情
勢
・

資
源
工
ネ
ル
ギ
ー
状
況
な
ど
の
変
化

は
、
直
ち
に
国
内
経
済
に
は
ね
か
え
っ

て
く
る
。
貿
易
摩
擦
や
外
国
為
替
相
場

の
変
動
は
、
す
ぐ
に
地
域
経
済
に
影
響

す
る
。
国
際
的
な
分
業
体
制
が
最
近
と

み
に
進
ん
で
い
る
が
、
自
動
車
や
電
機

な
ど
の
輸
出
産
業
を
多
く
抱
え
る
横
浜

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
こ
う
し
た
分

業
体
制
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
市
内
の
大
企
業
だ
け
で

な
く
、
中
小
企
業
の
海
外
活
動
も
次
第

に
活
発
化
し
て
い
る
。
国
際
化
の
波
は
、

地
域
経
済
に
、
日
常
の
企
業
活
動
の
場

に
、
着
実
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

●
成
熟
化
へ
向
か
う
大
都
市

　
わ
が
国
の
経
済
社
会
は
成
長
か
ら
成

熟
化
の
段
階
へ
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

モ
ノ
の
重
視
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
す

る
よ
う
に
な
り
個
性
と
多
様
化
を
求
め

る
社
会
へ
移
行
し
て
い
る
。

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
光
通
信
を
始

め
と
す
る
め
ざ
ま
し
い
技
術
革
新
は
、

わ
が
国
の
産
業
構
造
を
よ
り
知
識
集
約

型
の
構
造
へ
と
転
換
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
多
様
な
文
化
的
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
を

増
す
と
同
時
に
従
来
み
ら
れ
な
か
っ
た

新
し
い
文
化
産
業
を
誕
生
さ
せ
て
い
る
。

情
報
技
術
の
発
達
は
、
単
に
産
業
活
動

だ
け
で
な
く
、
日
常
の
市
民
生
活
に
ま

で
、
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
を
迫
っ
て

き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
産
業
や
文
化

施
設
な
ど
の
集
積
の
高
い
大
都
市
に
お

い
て
い
ち
早
く
出
現
し
都
市
の
成
熟
化

を
導
き
つ
つ
あ
る
。
横
浜
で
も
電
機
、
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通
信
機
器
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
世

界
に
先
が
け
た
技
術
革
新
や
新
製
品
の

開
発
が
あ
い
次
い
で
生
ま
れ
て
お
り
、
産

業
の
ハ
イ
テ
ク
構
造
化
が
進
ん
で
い

る
。
ま
た
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
の
伸
長

や
”
ハ
マ
ト
ラ
”
に
み
る
よ
う
な
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
出
現
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
”
モ
ノ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
”

へ
の
動
き
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

●
進
む
人
口
の
定
着
化

　
昭
和
五
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
大

都
市
圏
へ
の
人
口
集
中
は
鈍
化
し
、
全

国
的
に
人
口
の
定
着
化
が
進
ん
で
い
る

（
図
ｌ
１
）
。
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
成

長
よ
り
ゆ
と
り
を
求
め
る
価
値
観
の
変

化
、
就
業
機
会
の
地
方
分
散
、
所
得
の

地
域
間
格
差
の
縮
小
な
ど
に
よ
る
も
の

と
み
ら
れ
る
。

　
産
業
の
地
方
分
散
は
、
工
業
を
中
心

に
展
開
し
て
お
り
、
大
都
市
の
産
業
の

吸
引
力
は
か
つ
て
の
よ
う
な
勢
い
を
失

い
つ
つ
あ
る
。
首
都
圏
に
お
け
る
工
業

の
集
積
を
み
る
と
、
五
二
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
南
関
東
（
神
奈

川
・
東
京
・
千
葉
・
埼
玉
の
各
都
県
）
で

は
五
〇
年
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
し
て
い
る

の
に
対
し
、
北
関
東
（
茨
城
・
栃
木
・

群
馬
・
山
梨
の
各
県
）
で
は
徐
々
に
で

は
あ
る
が
増
大
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
南
関
東
に
お
い
て
も
五
四
年

頃
か
ら
新
規
に
立
地
す
る
工
場
が
、
ま

た
ふ
え
て
き
て
い
る
。
一
方
、
事
務
所

の
立
地
状
況
を
み
る
と
、
相
変
ら
ず

東
京
都
区
部
へ
の
集
中
が
続
い
て
い

図一１　人口移動パターンの推移
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る
。

　
横
浜
も
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
変
化

の
影
響
を
う
け
て
い
る
。
人
口
急
増
の

立
役
者
で
あ
っ
た
社
会
増
は
低
成
長
期

に
入
っ
て
か
ら
小
さ
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
産
業
活
動
の
面
で
は
、
研
究
所

の
立
地
や
技
術
の
先
端
化
指
向
が
強
ま

っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
工
場
の
流
出

は
今
も
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
首
都
圏

の
他
の
有
力
都
市
と
同
じ
よ
う
に
、
中

枢
管
理
機
能
や
業
務
機
能
は
弱
体
で
あ

り
東
京
へ
の
依
存
か
ら
相
変
ら
ず
脱
皮

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
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